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今年も残すところ１週間ほどとなりました。１２月に入ると、街中がクリスマス一色になって 

いますね。ここ数年特にクリスマスツリーや、テーマパークでのイベントなどさらにすごいものと 

なって来ています。日本におけるキリスト教信徒は、人口の１％と言われていることが嘘のような 

お祭り騒ぎです。 

ところで、クリスマスは何の日か皆さん知っていますよね？そう、イエスキリストの誕生日です。 

それでは、イエスキリストにバースデー・プレゼントをあげてはどうでしょうか？「でも、どうや 

って？」イエスキリストは、次のように言いました。「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者 

のひとりにしたのは、すなわち、わたしにしたのである。」（マタイによる福音書25章40節）つま 

り、困っている人を助けたり、誰かに優しくすることは、イエスキリストに対してしていることと 

なり、そうするとあなたもイエスキリストにバースデー・プレゼントを贈れるのです。このクリス 

マス、みなさんのまわりを見渡して、小さな親切をしてみませんか？ 

後期のスクーリングもほぼ終了し、１月５日（月）のみとなりました。（ただし、体育の補充ス 

クーリングや集中講座のスクーリングはまだ残っていますので、各自の時間割で確認してくださ

い。）レポートの提出も１月８日（木）学校に提出の場合は午後５時まで、郵送の場合は、１月８

日の消印有効です。出し忘れの無いように十分注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 

 

 

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必須科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                        (｢2008年度学務の手引き｣より抜粋) 

 

 

「めいめい自分
じ ぶ ん

のことだけでなく、 

他人
た に ん

のことにも注意
ち ゅ う い

を払
は ら

いなさい。」 
フィリピの信徒への手紙 2章 4節 

2008 年６月～2009 年 5月  

今月のメッセージ 
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予定日程表 

 

 

日 曜 行事予定など 
 12 月  

12/22 月 年内スクーリング最終日 
12/23 火 （天皇誕生日）冬期休暇開始（～1/4） 

2009年  1  月   
1/1 木  
2 金  
3 土  
4 日 冬期休暇終了 
5 月 後期通常スクーリング終了 
6 火   
7 水  
8 木 後期レポート最終締切日（郵便消印有効） 

9 金 
集中講座「産業社会と人間・集中」「初めて知るｷﾘｽﾄ教５」「聖書に親しむ３」 
「総合的な学習の時間Ｂ」講座要項送付予定 

10 土  
11 日  
12 月 （成人の日） 
13 火 集中講座「情報Ａ基礎7・8」「体育ｂ5・ｃ6」 
14 水 集中講座「情報Ａ基礎7・8」「体育ｂ5・ｃ6」 
15 木 集中講座「情報Ａ基礎7・8」「体育ｂ5・ｃ6」、進研記述模試（1、2年次） 
16 金 集中講座「産業社会と人間・集中」「初めて知るｷﾘｽﾄ教５」「聖書に親しむ３」 
17 土 大学入試センター試験 
18 日 大学入試センター試験 
19 月 集中講座「情報Ａ基礎7・8」「体育ｂ5・ｃ6」、大学入試センター試験自己採点会 
20 火 集中講座「体育ｂ5・ｃ6」、〔学校通信〕・〔単位認定テスト出題範囲の案内〕発送予定 
21 水 集中講座「産業社会と人間・集中」 

22 木 集中講座レポート最終締切日（17時事務室必着） 

23 金 大学入試センター試験分析ガイダンス（10：30～） 

24 土 
後期〔学習状況報告（3回目）〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔レポート記述・解答例
集〕発送予定。特別活動：街美化ボランティア（予定） 

25 日  
26 月  
27 火 単位認定（課題式）テスト発送予定 
28 水 「総合的な学習の時間Ｂ」（～2/2） 
29 木  
30 金  
31 土  

  2 月   
2/9 月 単位認定（筆記式）テスト 
2/12 木 単位認定（筆記式）テスト 
2/13 金 単位認定（筆記式）テスト 
2/16 月 単位認定（筆記式）テスト、単位認定（課題式）テスト提出締切 
2/17 火 単位認定（筆記式）テストの追テスト  

2/20 金 〔学校通信〕発送予定 

2/21 土 特別活動：街美化ボランティア（予定） 

2/25 水 単位認定（筆記式）テストの再テスト（または再テスト代替課題提出締切） 

2/28 土 2年次生 保護者とともに進路を考える会 

冬期休暇中は通学できません。 
レポートの学校提出はできません。 
12/27～1/4は冬期休業日のため、 
電話での問合せにもお応えできません。 

スケジュール 
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【冬期休暇】 １２月２３日（火・祝）～１月４日（日） 

冬期休暇中、皆さんは登校できず、事務取扱もいたしません。レポートの窓口提出も

できませんのでご注意ください。（次項および[事務室からのお知らせ]もご覧ください。） 

 

【レポート提出最終締切日】 １月８日（木）  

冬期休暇中、レポートは学校事務室では窓口受理はできません（郵送のみ受付します）。 

レポートの提出期限が、冬期休暇期間（12/23～1/4）に入っている場合は、郵便のみ受付、

郵便の消印日が提出日となります。 

また、レポート提出の最終締切日は１月８日（木）です。（1月集中講座は除く） 

１月８日（木）は、学校事務室では１７時まで受け付けます。郵送は１月８日付消印ま

で有効ですが、ポストに投函してもそのポストの収集時間が過ぎている場合は当日消印が

付きませんので、集配業務をしている中央郵便局などにもっていく必要があります。 

スクーリング代替課題、総合的な学習の時間Ａ（「阿倍野防災センター」「ＡＴＣに行こ 

う」「弥生文化博物館」）レポートの最終締切日も１月８日（木）です。  

最終締切後に再提出になったレポートは、レポート表紙に赤字で記された日時まで学校 

の事務室必着（消印ではありません）で受け付けます。 

ただし、レポート最終締切日に、レポートを白紙ないし白紙同然で提出した場合は、 

不合格となり、再提出できません。 

いずれの締切も厳格に行いますので、十分に注意してください。 

（【事務室からのお知らせ】のレポート提出についての項もご覧ください。） 

 

【スクーリング】 

通常講座のスクーリングは１月５日（月）までに終了します。（１月に実施する集中講

座は、その後もあります） 
スクーリングは、各講座とも補講はありませんので、十分注意してください。 
※体育は、出席時数が不足の人を対象に、体育ｂは１／６(火)に、体育ｃは１／７(水）に、 

２限目～５限目に補充スクーリングを行います。くわしくは担当教員にご確認ください。 

※理科の一部、英語科の一部、芸術科の一部、家庭科の一部、宗教の各講座は、スクーリ

ング代替課題があります。出席時数が不足する場合は、スクーリング代替課題の提出で

出席を補ってください。 

（補充スクーリング、スクーリング代替課題で補える数は、講座ごとに上限が決まっています） 
「スクーリング代替課題」のある講座で（該当講座には、肌色の用紙に印刷した「スクー 

リング代替課題」が封入されています）、スクーリング出席の一部を「代替課題」で補いた 

い場合は、バーコード・シールをレポート用のシールと間違えないよう区別して貼って提 

出してください。 

「代替課題」のシールは、講座名の前に●が付いており、講座ごとにレポート用のシール 

教務からのお知らせ 

の後に印字されています。「スクーリング代替課題」の最終提出締切日も、１月８日（木）

です。 
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【単位認定テストについて】 
単位認定テストは、すべての講座で実施します。（「総合的な学習の時間」は除く） 
単位認定テストには、筆記式、課題式、実技式の３つの実施方法があります。 
各講座のテストがどの実施方法でなされるか、よく確認して、間違いのないようテス

トを受けてください。（各講座のテスト実施方法は、一覧表にしていますのでご確認くだ

さい） 
なお、テスト受験資格については、1月 24日（土）ごろ、個人別の「受験資格確認表」
にてお知らせする予定です。 

 
■テスト実施方法 

  単位認定テストには、筆記式テスト、課題式テスト、実技式テストの３つの方法があ

ります。各講座とも、この 3つの方法のいずれかで、単位認定テストを実施します。 
 
◎筆記式テスト 

    筆記式テストは、テスト期間中にテスト日時を決めて学校で実施します。 
    後期の筆記式テスト実施日は、２月９日（月）、１２日（木）、１３日（金）、     

１６日（月）です。「学務の手引き」に記載の日程を変更していますのでご注意くだ

さい。 
    テストは、通常のスクーリングの時間割とは違う時間割で実施します。 
    テストの時間割は、１月２４日（土）に送付する予定です。上記の日程に受験で 

   きない場合、事前の届出により２月１７日（火）に追テストとして受験できます。（遅 

刻などで受けられなかったときは、その時間以降に追テストとして受験できます） 
また、筆記式テスト不合格者は、２月２５日（水）の再テスト受験か、講座によ 

   っては同日までが期限の課題提出が予定されています。 
（それぞれ、追テスト料、再テスト・再テスト代替課題料が必要です。） 

 
◎課題式テスト 
 講座の履修が認められた人（スクーリングとレポートの条件をクリアした人）に、

課題式テストを送付します。 
    みなさんは、自宅で課題式テストに取り組み、締切までに提出してください。 
    締切までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

課題式テストは、１月２７日（火）に送付する予定です。 
 課題式テストの提出締切は、２月１６日（月）１７時（当日消印有効）です。 

    提出方法など、詳細については、課題式テスト送付時にお知らせします。 
    なお、課題式テストには、追テスト、再テストはありません。 

 
◎実技式テスト 

    スクーリング時に実施します。実技式テストについては、担当教員に確認してく

ださい。 
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【「総合的な学習の時間」登録者へ】 

校外施設見学の「総合的な学習の時間Ａ」すなわち「阿倍野防災センター」「ＡＴＣに 

行こう」「大阪府立弥生文化博物館」を登録している人は、１月８日（木）のレポート

最終締切に間に合うよう、休館日のある場合を考慮して、早目に見学に行ってください。 

また、「総合的な学習の時間Ｂ」は２００９年１月２８日（水）～２月２日（月）の期

間に実施します。（土日は除く）講座登録者で、受講希望テーマの申込みをしていない人

は、テーマを確認の上、１２月２２日（月）までに申し込んでください。 

なお、受講希望テーマを提出した人には、受講決定コースと講座要項を１月９日（金）

頃に郵送いたします。（担当：池本・齊藤・大谷） 

 

【｢総合的な学習の時間Ｂ｣の講座概要の訂正について】 

｢総合的な学習の時間Ｂ｣を登録している人に、１２月８日（月）に講座概要をお送り

しています。その講座概要に以下の訂正がありますのでご確認ください。講座概要の一

部に間違いがあったことをお詫びして訂正いたします。 

 

※ 訂正｢自分だけの絵本を作ろう｣の費用について、誤：1,700円→正：無料です。 

 

【２００９年３月卒業予定者へ】 

今年度後期に卒業が見込まれる人には、「卒業意思確認書」をお送りし、担任宛に提出 
していただくようにしています。まだ提出していない人は、至急提出するようにしてく

ださい。 
高校の卒業要件には、必修科目の履修、７４単位以上の修得および 30時間以上の特別
活動参加などがあります。これらの１つでも欠けると、すでに就職内定や大学合格して

いても卒業は認められません。 
現在履修中の講座のレポートは確実に最終締切日（１月８日）までに提出し、合格を

得てください。また、特別活動の参加時間数が不足の人は、積み上げの努力をしてくだ

さい。 
万一、要件達成に必要な講座が履修不認定となった場合は、「卒業意思確認書」を提出

済みの方にかぎり、その講座や単位数により、｢卒業認定の特例｣を適用できる場合があ

ります。（「学務の手引き」P.10参照） 
最後まで自助努力を欠かさず、全力を尽くしてください。 
なお、卒業要件等について不明な場合は、担任までお問合せください。 
 

 

7 



 
 

 

 
 
 

 

 

【高認および「学校外の学修」の単位認定申請】 

高認(高等学校卒業程度認定)試験や、英検などの「学校外の学修」に対する単位認定を
希望する人で、2009年３月の卒業予定者は、１月９日（金）までに、担任を通して申請
書（証明書など添付のこと）を提出してください。 

3月卒業予定でない場合は、2月 16日（月）までの申請分を今年度後期分として受け 
  
 
             １月２４日（土）（予定） 

２月２１日（土）（予定） 

 

作業のできる軽装で、１０分前に１階ロビーに集まってください。その際、警察への

届け用紙と学校の参加カードの両方に記名してもらいます。 
（特別活動１時間。遅刻や途中で帰ったときは認定されません。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街美化ボランティア １６時から約１時間（雨天決行） 

付けます。（いずれも単位認定料が必要です。） 
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手 数 料 

 

【冬期休暇に伴う事務取扱いについて】 

  冬期休暇に伴い、事務取扱期間については下記のとおりといたします。レポートの学

校への直接提出についても下記のとおりですので、冬期休暇中にレポートを提出する場

合は郵送で行ってください。  
年末 2008年12月22日(月)まで 冬期休暇に伴う

事務取扱期間 年始 2009年 1月 5日(月)から 

 
【レポートの提出について】 

  提出されたレポートについて、不備があって返却することが度々ありますので、以下

を再度確認してください。 
バーコードシールのないものや、貼り間違い、住所・名前の記入のないものは一切受

付けられません。提出締切日にかかわらず返送しますので注意してください。特にレポ

ートの回数をよく確認して貼るようにしてください。 レポート提出は、直接学校へ持

参する場合は、事務室受付の提出用ボックスへ入れてください。提出できる時間は9：15

～17：00（平日）です。なお、一度提出用ボックスへ入れたレポートは、不備等に気付

いたとしてもその場での返却はできません。後日郵送での返却となりますのでよく確認

してから提出するようにしてください。レポートを学校へ郵送する場合は、郵便局の消

印日が受付日となります。レポート提出については、「学務の手引き」8～9頁をよく確認
してください。 
 

【レポート等の再発行について】 

レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙

に必要事項を記入のうえ、事務室にて再発行の手続きを行ってください。 

レポート、バーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申込んでくだ

さい。記入がないと再発行できない場合がありますので注意してください。なお、レポ

ートの再発行は原則として次のスクーリング日（月・水・金）となります。 

［注意事項］ 

１月８日(木)レポート提出最終締切日のレポート再発行については、前日７日(水) 

17：00までの申し込み受付となります。その際は翌８日（木）11：00以降に発行いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

種類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(再発行) 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

「レポート等諸用紙発行願」 

事務室からのお知らせ 

＊必要記入事項･･･①学籍番号･名前 ②講座名 ③レポート回数 
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【受験に必要な証明書発行手続きについて】 

  受験に必要な証明書を必要とする場合は、「証明書発行願（受験用）」に記入して原則と

して下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記②

(郵送申込)も受け付けますが、必ず電話でＨＲ担任と確認のうえ行ってください。電話・

ＦＡＸやメールでは申込みできません。なお、証明書発行までに1週間を要しますので日

数の余裕を持って手続きしてください。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発

行願（受験用）」を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口

へ手数料を添えて申し込んでください。(生徒証明書の提示が必要) 

     受付時間 9：15～17：00（月～金曜日） 

  

②郵送申込：「学務の手引き」巻末の「証明書発行願（受験用）」をコピーして記

入・押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封し

て郵送してください。（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。

発行に日時を要しますので、余裕をもって申し込んでください。） 

※必ず事前に電話で担任と確認のうえ行ってください。 

 

通常 英文発行 
種  類 申込用紙 

手数料 発行日 手数料 発行日 
成績・単位修得(見込) 
証明書 

300円 

調査書 
300円 

 

推薦書 

証明書発行願 
（受験用） 

500円 

 
受付から

1週間後 

1,000円 

受付から

1週間後 

送料 1～2通まで：80円 3～5通まで：90円 6～10通まで：140円 ＋270円(速達)  

 

【後期学費納入について】 

後期の学費について、分割納入及び12月延納の手続きをされている場合は、今月の納

入期限が１２月２６日（金）となっています。学校より送付しました「延納・分割納入

についてのお知らせ」を確認のうえ、期日までに納入手続きをしてください。 

 

 

 

 

  

手 数 料 
発 行 日 
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＊麻しん（はしか）の予防接種を受けましょう！ 

  今年 4月から、高校 3年生に相当する年齢の人（平成２０年度の対象者は、平成 2年
４月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれた人）が、麻しん・風しんの定期予防接種の
対象者となりました。対象となっている年齢の 1年間（４月１日～翌年３月３１日まで）
に限り、お住まいの市区町村で、無料または、一部負担で麻しん・風しんの二種混合予

防接種を受けることができます（対象者以外の接種には、1～2 万円程度の費用がかかり
ます）。予防接種の受け方、費用等については、かかりつけの医師、お住まいの地域の医

療機関、医師会、保健所（保健センター）などにお尋ね下さい。マスクの着用や手洗い・

うがいでは麻しんに対する感染予防効果が期待できません。予防接種によってのみ感染

を防止することができ、効果的な治療法はありません。患者との接触後 3 日以内であれ
ば予防接種で発症を予防できる可能性があります。大学・専門学校によっては入学前に

麻しんの予防接種を受けた証明書等の提出を求めるところも出てきています。麻しんに

かかったことがない人（予防接種を 2 回受けている人は除く）は受けることをお勧めし
ます。 

 
【カウンセリングスペース】 

保健室・カウンセリングスペース、及び事務机周辺での食事はご遠慮ください。 

＊後期は１月１６日（金）まで開室します。 
＊担当者と開室時間 

 月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

   水曜日：浅野献一さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

＊保護者の方もご利用できます。 
カウンセリングスペースについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

保健室・カウンセリングスペースからの

お知らせ 
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【不審者への注意】 

まもなく冬休みに入ります。みなさんもいろいろなところへ出かける機会が増えると

思います。楽しい思い出をたくさん作ってほしいと思いますが、一方で最近テレビで悲

しい事件の報道が続いています。みなさんもいつどんなところで予期せぬ事件に巻き込

まれるかわかりませんので、十分注意してください。特に携帯電話など個人情報の管理

などは慎重に行ってください。 

【生徒の皆さんへ】 
外出するときは・・・①どこへ②誰と③何時まで外出するかを保護者の人に必ず連絡

しましょう。それまでに帰れない場合はできるだけ早く保護者の人に連絡を入れましょ

う。 

【不審者に遭遇したら・トラブルに巻き込まれたら】 
落ち着いて行動するように心がけましょう。まずはひと気のある建物・通りがあれば

そこへ移動しましょう。それができない場合は、はっきりとわからなくても、できるだ

け早く１１０番か、知人などへ電話しましょう。防犯ブザーを携帯することも効果的で

す。 

【違反行為はやめましょう】 
休暇中であっても違反行為は学校のルール違反になります。絶対にしないでください。 

【保護者の皆さんへ】 
自立を求めて葛藤している高校生は、小中学生とは違い大変関わりが難しいと思います。

自立の機会を妨げず、かつ安全を確保することは保護者の皆さんにとっても頭を悩ませる

ことだと思われますが、あまり気負うことなく、「あいさつをする」「服装をほめる」「出

かけるときに声をかける」など身近なことを大事にしてみることから始めてはいかがでし

ょうか。非行・反抗は子どもからの危険信号です。無関心・無反応はできるだけ避けまし

ょう。悩んだときは抱え込まずに相談してください。 
 
【通常スクーリング終了後の学校利用について】 
２００８年１２月２３日（火）～２００９年１月４日（日）と１月９日（金）～３月末

日までの間で集中授業・テストや行事などがない日は、生徒の皆さんは学校に登校するこ

とはできません。集中授業は事前の日程表、テスト・各学校行事などは学校通信を確認し

てください。クラブ・サークル活動をする人は事前の活動計画に従ってください。証明書

発行などで事務室に用事のある人、担任と相談する必要がある人は登校することができま

す。担任が不在のこともあるので、必ず事前に電話などで約束をとっておくようにしまし

ょう。 
 
 

 
 
「学務の手引き」にある「校内生活上の決まり」が守られない場合は以下の順に沿っ

て、保護者同伴の上での厳重注意やより強い処分を行います。 
何らかのかたちですでに注意を受けている人は特に注意してください 

現場注意→保護者・本人呼び出し→始末書→退学処分 
 

注 意 

生徒支援からのお知らせ 
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学校通信１１月号でも案内しましたが、１･２年次生を対象に進研模擬試験(記述式)を下記の 
とおり実施します。大学・短大等の受験を予定している生徒は、模擬試験が今後の学習指針や

受験校選びの資料となりますので、積極的に受験してください。 
受験希望者は、申込書(１階受付にあります)に受験料を添えて、下記申込期限までに事務室

受付で申し込んでください。 

記 

＜実 施 日＞ １月１５日（木） 
＜時 間 割＞  必要な科目を時間割にあわせて受験すること。受験科目は自由に選択できます。 

 
［２年次］                 ［１年次］ 

 

 

 

 

 

 

＜受 験 料＞ ２,５００円（受験科目数にかかわらず一律です） 

＜申込期限＞ １２月１８日（木） 期限が済みましたが、希望者は相談ください。 
＜成績返却＞ ２月下旬の予定です。なお、答案はパソコンで画像処理されたものを返却しま

す。 

 
【大学入試センター試験を受験するみなさんへ】 

      １月１７日(土)・１８日(日)にいよいよ大学入試センター試験(センターテスト)が実施されま
す。届けられた受験票をよく確認しておいてください。特に、試験会場については、その所在

地等を確認の上、できるだけ下見をしておいてください。万が一、受験票が届いていない場合

は、至急、大学入試センターへ問い合わせてください。(大学入試センターTEL:03-3465-8600、
月～金まで 9：30～12：00、土は 13：00～17：00) 

      受験されるみなさんの健闘をお祈りしています。 
      さて、学校通信１１月号でも案内しましたが、ＹＭＣＡ学院高等学校では、大学入試センタ

ー試験受験者については、各自、受験科目の得点(自己採点結果)について、ベネッセコーポレー
ションデータネット(自己採点集計会)に参加し、国公立大学二次または私立大学センター利用入
試の出願校選びの参考資料を作成します。 
データネットでは、参加者の得点集計をもとに、センター試験受験者全体の平均点や得点分

布を予想加味した上、志望校の合格可能性が判定されます。（判定・平均点・各自得点等が記載

された成績表が作成されます。）また、合格可能性別に大学を検索することが可能です。これは、

特に、個別試験が実施されない私立大学については、合否予測の大きな判断材料となります。 

つきましては、大学入試センター試験を受験するみなさんは、次頁（p.14 の要領で、データ
ネットに参加してください。 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
   

 
    

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１月１５日（木） 

国  語 10：30～12：00 (90分） 

登  録 12：40～12：50 (10分) 

英  語 12：50～14：20 (90分) 

数  学 14：30～16：30(120分) 

１月１５日（木） 

国  語 10：30～11：50 (80分) 

登  録 12：30～12：40 (10分) 

英  語 12：40～14：00 (80分) 

数  学 14：10～15：50(100分) 

進路支援からのお知らせ 

【模擬試験について】 
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＜データネット参加要項＞ 
 

 
①大学入試センター試験受験：１月１７日(土)・１８日(日) 
試験時間中に解答を問題用紙に控える。 
・問題用紙は回収されません。解答を正確に控え、忘れずに、問題用紙を持ち帰ること。 
②自己採点：１月１８日(日)または１９日(月) 

    自己採点し各科目の得点を出す。 
・１月１８日(日)および１９日(月)の新聞(朝刊)に正解および配点が掲載されるので、これを 
確認の上、自己採点してください。 
・正解・配点は、インターネット(http://www.fine.ne.jp)でも確認できます。 
・自己採点では、各受験科目(Ⅰ・Ⅱ、A・B等の区別注意)の得点(国語は現代文のみの得点も 
必要)を算出してください。（全受験科目の合計点は不要） 

 (例)リスニング：33 英語：101 数学ⅠA：73 数学ⅡB：48 国語ⅠⅡ：85(現代文：51) 
 化学ⅠB：52 生物ⅠB：67 現代社会：39 地理 A：91 

③自己採点結果および志望校を高校に報告：１月１９日(月)１５：００まで 
採点結果および志望校を上記期限までに高校に連絡する。 
・各科目得点および志望校を上記期限までに高校(担任または進路支援担当)に連絡してくだ 
さい。（電話･ファックスまたは来校） 
・志望校は、６校(国公立は４校)まで登録できます。コード及び大学名等(学部・学科名、入試 
方式など)を正確に報告してください。大学コード表は、事前(1/15頃)に郵送します。 

④センターテスト結果分析ガイダンス：１月２３日(金)１０：３０～ 
・希望者は出席してください。 
⑤個人成績表配布：１月２３日(金)(ガイダンス終了後)より 
・判定・平均点・各自得点等が記載された成績表を配布します。２３日(金)以降に高校に取り 
に来てください。 

⑥出願校決定面接：１月２３日(金)１１：００～１４：００ 
および２７日(火)１１：００～１３：００ 

・上記自己採点集計結果をもとに、面接にて出願校を決定します。面接希望者は、電話等で 
進路支援部辻本まで連絡の上、面接日時を予約してください。（１人２０分） 
 

 
 

 

 

 

   

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 



 
 

 

 
 
 

 

 

 

 アシストプログラムのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

【学習アシスト・ルームについて】 

今期(２００８年度後期)の学習アシスト・ルームは、１２月１８日(木)までとなります。

１月は開設日がありませんので、注意してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

先日のホームルーム（１、２年次生）にてお知らせいたしましたが、本校におきまして

２００９年度より｢進学コース｣を開設することとなりました。つきましては、別紙の通り、

概要をお知らせいたしますのでご確認ください。 

 なお、詳細につきましては２月にご案内する予定です。 
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進学コース開設について 



 
 

 

 
 
 

 

 今 月 の 聖 句  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 クリスマスを迎えました。救い主としてわたしたちの間に

おいでになったイエス・キリストのご降誕のイメージが殆

どありません。サンタクロースと電飾のツリーしかないの

でしょうか。それも１２月２５日までで、門松の飾りつけ

に転じてしまいます。  

 学者たちが東方でまことの王としてお生まれになった方

のしるしとして星を見たとあるように、わたしたちの救い

主であり、王であるお方、イエス・キリストへと導く星に

目がとどかねばなりません。  

 こんにち、わたしたちが見つめる一点をイエス・キリス

トに注ぎたいものです。学者たちは、その方を拝みに来た

のです。拝むお方をあなたはもっていますか。正しく拝む

お方を失っているところにこの世のゆがみが起こるのです。 
 

 

 
 
南ＹＭＣＡ｢キリスト教｣委員会２００８ 
 
 
 

 

「学者たちは言った。ユダヤ人の王としてお生ま

れになった方は、どこにおられますか。わたした

ちは東方でその星をみたので、拝みに来たので

す。｣ 
(マタイ福音書２章２節) 

 

(日本キリスト教団  中谷 哲造牧師より） 


